
（証券コード　3928）

平成30年３月13日

株　主　各　位
東京都港区北青山二丁目11番３号
Ａ － Ｐ Ｌ Ａ Ｃ Ｅ 青 山

株 式 会 社 マ イ ネ ッ ト
代表取締役社長 上 原 　 仁

第12期定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

　さて、当社第12期定時株主総会を下記の通り開催いたしますので、ご出席くだ

さいますようご通知申し上げます。

　なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができ

ますので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、同封の議決権

行使書用紙に賛否をご表示いただき、平成30年３月27日（火曜日）午後７時まで

に到着するようご送付くださいますようお願い申し上げます。

敬　具

記

１．日 時 平成30年３月28日（水曜日）午前11時00分

２．場 所 東京都港区北青山二丁目８番44号

ＴＥＰＩＡ４階　ＴＥＰＩＡホール

（昨年と会場が異なりますのでご注意ください。）

３．会議の目的事項

報 告 事 項 １．第12期（自平成29年１月１日　至平成29年12月31日）事業

報告及び連結計算書類の内容ならびに会計監査人及び監査

等委員会の連結計算書類監査結果報告の件

２．第12期（自平成29年１月１日　至平成29年12月31日）計算

書類の内容報告の件

決 議 事 項

第１号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）４名選任の件

第２号議案 監査等委員である取締役２名選任の件

以　上

　当日ご出席の際は、お手数ですが同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出

くださいますようお願い申し上げます。

　なお、株主総会参考書類、事業報告、計算書類及び連結計算書類に修正が生じ

た場合は、インターネット上の当社ウェブサイト（http://mynet.co.jp/）に掲載

させていただきます。
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（添付書類）

事　 業　 報　 告

第12期 (自　平成29年１月１日
至　平成29年12月31日)

１．企業集団の現況に関する事項

(1) 事業の経過及びその成果

　当連結会計年度における日本経済は、政府・日銀による経済政策などによ

り企業収益は回復傾向にあり、雇用環境や個人消費も緩やかな回復基調とな

っております。一方で地政学リスクや米国をはじめとした海外政策動向に関

する不確実性など、先行きは依然として不透明な状況となっております。

　このような環境下、当社グループの事業領域であるスマートフォンゲーム

市場では、今までの成長基調にも鈍化の兆しがみられるようになってきてお

ります。矢野経済研究所によれば、2015年のスマートフォンゲーム市場の対

前年度比伸び率は103.4%の9,250億円だったものが、2016年度には同102.2%の

9,450億円、2017年度は同101.6%の9,600億円となっております。このような

市場環境の中、過年度に大きな成長を遂げたヒットタイトルの売上成長の鈍

化を補うために、各ゲームメーカーはIPを活用したタイトルを創出するなど

して成長を再加速させるための努力を続けておりますが、同時にスマートフ

ォンゲームの高機能化が進行しており、開発費用が今までよりも高騰してき

ている状況となっております。このように成熟期に入ったスマートフォンゲ

ーム市場では、資金調達力などの企業体力に限界のある小規模事業者の淘汰、

規模や効率を追求する事業者間の合従連衡の動きなど業界構造の変化のスピ

ードが更に速まることも考えられ、各ゲームメーカーが自ら運営するゲーム

タイトルを当社のようなゲームサービス事業者に売却または協業で運営する

という流れは続くものと予想しております。

　当社グループは、ゲームメーカーが制作したスマートフォンゲームを買取

や協業により仕入れ、独自のノウハウでバリューアップした後に長期運営を

行うゲームサービス事業を営んでおります。現在は、ソフトウェア産業から

サービス産業へと構造変化したゲーム産業の中で、ゲームサービス業という

新たな業態を確立していくことを目指して事業を行っております。

　当社グループの当連結会計年度においては、協業からのスキーム変更など

を含め９タイトルの仕入（第４四半期会計期間では２タイトル）と６タイト

ルがエンディングまたは契約満了（同会計期間では２タイトル）を迎え、当
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連結会計年度末の全運営タイトル数は36タイトルとなっております。

　当社グループでは、ゲームサービス事業と同時に「オンラインサービスの

100年企業」として新規事業を創出するための活動も精力的に行っておりま

す。第１四半期連結会計期間には、マーケティング関連の事業を展開する株

式会社ネクストマーケティングを設立いたしました。また、第２四半期連結

会計期間にはシリコンスタジオ株式会社からタイトル買取と組織再編を目的

として英語圏向け戦略事業会社の株式会社S&Mゲームスと、業界特化型のM&A

コンサルティングファームとして株式会社マイネット・ストラテジックパー

トナーズの主要子会社二社を設立いたしました。

　第３四半期連結会計期間は、前連結会計期間において事業領域の拡大に伴

うリスクの顕在化、タイトル仕入時における不十分な品質管理による一時的

な収益性の悪化が発生したため、仕入を抑え同連結会計期間以降の持続的な

成長構造を確立することに注力いたしました。一方でリスタートタイトルの

継続的なチャレンジや、長期利益化のために自動運転化やパートナー移管を

着実に進めております。

　また、当第４四半期連結会計期間の2017年12月１日には、当社株式は東京

証券マザーズから東京証券取引所市場第一部へ市場変更されることとなりま

した。

　以上の結果、当連結会計年度の売上高は11,957,501千円（前期比75.8％増）、

営業利益は611,282千円（前期比22.1％増）、経常利益は550,214千円（前期

比33.9％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は12,585千円（前期比98.6％

減）となっております。

　なお、当連結会計年度末における当社グループはゲームサービス事業の単

一セグメントであるため、セグメント情報は記載しておりません。
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(2) 設備投資の状況

　当連結会計年度に実施した設備投資の総額は61,455千円であり、その主な

ものは、事務所移転の内装設備工事等によるものであります。

(3) 資金調達等の状況

　当連結会計年度に、当社グループの所要資金として金融機関より長期借入

金として400,000千円の調達を行いました。

　また、当社が平成28年12月８日に発行した行使価額修正条項付第11回新株

予約権の一部が権利行使されたことに伴い、総額2,744,172千円の資金調達を

行いました。

(4) 重要な組織再編等の状況

　当社は、平成29年４月１日を効力発生日として、当社の連結完全子会社で

ある株式会社C&Mと吸収合併を行い、同社が有する権利義務の一切を承継いた

しました。
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(5) 対処すべき課題

　当社グループが対処すべき主な課題は以下のとおりであります。

①　ゲームサービス事業における展開

　当社グループの事業領域であるスマートフォンゲーム市場では、今まで

の成長基調にも鈍化の兆しがみられるようになってきております。そのた

め、各ゲームメーカーは過年度に大きな成長を遂げたヒットタイトルの売

上成長の鈍化を補うためにIPを活用したタイトルを創出するなどして成長

を再加速させるための努力を続けておりますが、同時にスマートフォンゲ

ームの高機能化が進行しており、開発費用が今までよりも高騰してきてい

る状況となっております。

　このように成熟期に入ったスマートフォンゲーム市場では、資金調達力

などの企業体力に限界のある小規模事業者の淘汰、規模や効率を追求する

事業者間の合従連衡の動きなど業界構造の変化のスピードが更に速まるこ

とも考えられ、各ゲームメーカーが自ら運営するゲームタイトルを当社の

ようなゲームサービス事業者に売却または協業で運営するという流れは続

くものと予想しております。

　当社グループとしましては、その環境を事業機会ととらえて社内体制の

強化を図っております。具体的にはゲームメーカーがゲームタイトルを売

却または協業で運営する際の人員の採用・育成、及びそのゲームタイトル

のバリューアップを行うための各種施策などのノウハウの積み上げなど、

日々変化する環境下で課題解決を行っております。

②　新規事業・サービスへの積極的な取り組み

　当社グループはゲームサービス事業を軸としつつも、経営ビジョンの「オ

ンラインサービスの100年企業」として、既存事業に続く新たな事業・サー

ビスの開拓に積極的に取り組んでおります。その一環として、新たにマー

ケティング関連の事業を展開する株式会社ネクストマーケティングを設立

いたしました。今後も新たな事業領域の開拓や新規事業の創出・発展に注

力するとともに、多様な収益源による安定的な事業ポートフォリオの形成

を行い、領域NO.1の成長事業を複数持つメガベンチャーを目指します。

③　システム技術・インフラの強化

　当社グループでは、ゲームサービスをスマートフォン／タブレット端末

を通じインターネット上で提供していることから、システムの安定的な稼

働及び技術革新への対応が重要な課題と考えております。これに対し、当
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社グループではサーバー等のシステムインフラを安定的に稼働させるべく、

継続的なインフラ基盤の強化及び専門的な人員の確保に努めるとともに、

技術革新にも迅速に対応できる体制構築に努めてまいります。

④　優秀な人材の確保と育成

　当社グループが継続的に企業価値を向上していくためには、高い専門性

を有する優秀な人材の確保及び将来を担う人材の育成が経営上の重要な課

題であると認識しております。そのため、職場環境の改善、福利厚生の充

実及び採用活動の多様化に努めるとともに、企業認知度の向上に取り組み、

人材の確保に力を入れております。

　一方で、採用においては優れた能力のみならず、当社グループの理念と

企業文化を共有できる人材の選考を心がけており、社員同士が協力し合い

ながら生き生きと働ける組織作りを大切にしております。

　また、社内研修・教育制度を強化し、チーム・スタジオの枠を超えた積

極的な交流を図り、知見とノウハウを可視化・伝播することで企業と共に

成長していく人材育成システムの構築を目指してまいります。

⑤　内部管理体制の強化

　当社グループが今後更なる業容拡大を図るためには、内部管理体制やコ

ンプライアンスの実効性を高めながら各種業務の標準化と効率化の徹底を

図ることにより事業基盤を確立させていかなければならないと認識してお

ります。そのために当社グループでは、経営幹部の確認体制の下、全社に

業務フローやコンプライアンス遵守を周知徹底させると同時に、日々改善

を行うことで業務の効率化を図ってまいります。また、新規事業分野に潜

在する各種リスクも勘案して内部管理体制及びコンプライアンス体制の充

実と強化を図ってまいります。

　当社グループの企業価値の最大化を図るべく、役職員一同、総力を結集し

てまいる所存でございますので、株主の皆様におかれましては、今後とも格

別のご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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(6) 財産及び損益の状況の推移
（単位：千円）

区 分
第９期
平成26年
12月期

第10期
平成27年
12月期

第11期
平成28年
12月期

第12期
平成29年
12月期

売 上 高 993,302 2,964,029 6,801,368 11,957,501

経 常 利 益 568 131,533 410,962 550,214

親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 当 期 純 利 益

10,135 95,443 882,747 12,585

１ 株 当 た り 当 期
純 利 益 （ 円 ）

3.04 19.42 131.97 1.56

総 資 産 499,812 2,974,812 10,223,349 8,495,812

純 資 産 268,968 2,372,904 4,050,900 6,841,602

（注）１．当社は第11期より連結計算書類を作成しているため、第10期以前の数値は、単

体の内容を記載しております。

２．当社は平成27年10月３日付で１株を100株にする株式分割を、平成29年１月１日

付で１株を２株にする株式分割を行っております。このため、第９期の期首に

当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり当期純利益を算定しておりま

す。
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(7) 重要な親会社及び子会社の状況

①　親会社の状況

　　該当事項はありません。

②　重要な子会社の状況（平成29年12月31日現在）

名 称 出資比率（％） 主 要 な 事 業 内 容

株 式 会 社 マ イ ネ ッ ト
エ ン タ ー テ イ メ ン ト

100.0 ゲームサービス事業

株式会社マイティゲームス 100.0 ゲームサービス事業

株式会社マイネットゲームス 100.0 ゲームサービス事業

株 式 会 社 S & M ゲ ー ム ス 100.0 ゲームサービス事業

株 式 会 社 ネ ク ス ト
マ ー ケ テ ィ ン グ

100.0 マーケティング関連事業

株 式 会 社 マ イ ネ ッ ト ・
ストラテジックパートナーズ

100.0 M&Aコンサルティング事業

 (注) １．平成29年２月13日に、株式会社ネクストマーケティングを設立いたしました。

２．当社は、平成29年４月１日付で、当社の連結子会社である株式会社C&Mを吸収合

併しております。

３．平成29年４月17日付で、当社の連結子会社である株式会社C&Mゲームスは、商号

を株式会社マイティゲームスに変更しております。

４．平成29年５月１日に、株式会社S&Mゲームスを設立いたしました。

５．平成29年６月１日に、株式会社マイネット・ストラテジックパートナーズを設立

いたしました。

③　事業年度末日における特定完全子会社に関する事項

名 称 住 所 帳簿価額の合計額 当社の総資産額

株式会社マイティ
ゲ ー ム ス

東京都港区北青山二
丁目11番３号

3,385百万円 6,725百万円

   (注) 平成29年４月17日付で、当社の連結子会社である株式会社C&Mゲームスは、商号を

株式会社マイティゲームスに変更しております。
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(8) 主要な事業内容（平成29年12月31日現在）

事 業 区 分 事 業 内 容

ゲームサービス事業
当社グループは、買取や協業を通じて開発元のメーカーから
仕入れたスマートフォンゲームをバリューアップし、運営す
る「ゲームサービス事業」を展開しています。

(9) 主要な営業所（平成29年12月31日現在）

名　　　　　　称 所　　 在 　　地

本 社 東 京 都 港 区

㈱ マ イ テ ィ ゲ ー ム ス 　 事 業 所 東 京 都 港 区

(10) 使用人の状況（平成29年12月31日現在）

①　企業集団の使用人の状況 378（55）名（前期比32名減（13名増））

（注）１．使用人数は就業人員（正社員のほか当社グループからグループ外の出向者を除

き、グループ外から当社グループへの出向者を含む。）であり、契約社員及び

臨時雇用者数（アルバイト、パートタイマーを含み、人材会社からの派遣社員

を除く。）は、最近１年間の平均人員を（　）外数で記載しております。

２．当社グループは、ゲームサービス事業の単一セグメントであるため、セグメン

ト別の記載は省略しております。

②　当社の使用人の状況

使 用 人 数 前 期 末 比 増 減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

96名（4名） 27名（△18名） 33.1歳 1.8年
 

　（注）使用人数は就業人員（正社員のほか当社から社外の出向者を除き、社外から当社へ

の出向者を含む。）であり、契約社員及び臨時雇用者数（アルバイト、パートタイ

マーを含み、人材会社からの派遣社員を除く。）は、最近１年間の平均人員を（　）

外数で記載しております。
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(11) 主要な借入先の状況（平成29年12月31日現在）

株式会社あおぞら銀行 239,000千円

(12) その他企業集団の現況に関する重要な事項

①　上場市場の変更について

　当社株式は、平成29年12月１日に東京証券取引所マザーズ市場から同取

引市場第一部に市場変更いたしました。

②　企業再編の予定について

　当社は、平成30年２月14日開催の取締役会において、平成30年４月１日

を効力発生日として、当社の連結子会社である株式会社マイネットゲーム

ス、株式会社マイネットエンターテイメント、株式会社マイティゲームス

及び株式会社S&Mゲームスについて、株式会社マイネットゲームスを存続会

社、株式会社マイネットエンターテイメント、株式会社マイティゲームス

及び株式会社S&Mゲームスを消滅会社とする吸収合併を行うことを決議い

たしました。

③　株式取得による子会社化

　当社は、平成30年２月22日開催の取締役会において、株式会社GMGの株式

を取得し子会社化することを決議し、同日付で株式譲渡契約を締結いたし

ました。
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２．会社の株式に関する事項（平成29年12月31日現在）

(1) 発行可能株式総数 20,000,000株

(2) 発行済株式の総数 8,266,000株（うち自己株式74株）

(3) 株主数 8,423名

(4) 大株主

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

株 ％
上 原 　 仁 1,731,000 20.94

日本トラスティ・サービス信託銀行
株 式 会 社 （ 信 託 口 ）

543,700 6.58

日本マスタートラスト信託銀行
株 式 会 社 （ 信 託 口 ）

239,300 2.89

笠 原 健 治 208,000 2.52

株 式 会 社 セ ガ ゲ ー ム ス 201,800 2.44

ＳＭＢＣベンチャーキャピタル２号
投 資 事 業 有 限 責 任

145,500 1.76

松 井 証 券 株 式 会 社 99,800 1.21

堀 越 精 機 株 式 会 社 93,700 1.13

NORTHERN TRUST CO.(AVFC)RE 
NORTHERN TRUST GUERNSEY NON
TREATY CLIENTS

75,000 0.91

BARCLAYS CAPITAL SECURITIES
LIMITED

63,300 0.77

　（注）持株比率は自己株式（74株）を控除して計算しております。

(5) その他株式に関する重要な事項

　株式の流動性向上と投資家層の拡大を図るため、平成29年１月１日を効力

発生日として、当社普通株式１株を２株に分割いたしました。
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３．会社の新株予約権等に関する事項

(1) 当事業年度の末日に当社役員が有する職務執行の対価として交付された新

株予約権等の内容の概要

（平成29年12月31日現在）

発 行 決 議 日 平成25年３月29日

新 株 予 約 権 の 数 312個

新株予約権の目的となる株式の種類と数
普通株式　　　　　　 62,400株

（新株予約権１個につき　　200株）

新 株 予 約 権 の 払 込 金 額 新株予約権と引換えに金銭の払込みを要しない

新株予約権の行使に際して出資される財産の価額
新株予約権１個当たり　40,000円

（１株当たり　　 200円）

権 利 行 使 期 間
自　平成28年３月１日
至　平成35年２月27日

行 使 の 条 件 （注）１、２、３

役 員 の
保有状況

取締役（監査等委員及び
社外取締役を除く。）

新株予約権の数　　　　　 312個
目的となる株式数　　　62,400株
保有者数　　　　　　　　　 1名

社外取締役（監査等委員を除く。）
新株予約権の数　　　　　　―個
目的となる株式数　　　　　―株
保有者数　　　　　　　　　―名

取締役（監査等委員）
新株予約権の数　　　　　　―個
目的となる株式数　　　　　―株
保有者数　　　　　　　　　―名

（注）１．新株予約権者は、権利行使時についても当社の取締役又は従業員であることを

要する。

２．新株予約権者が権利行使期間中に死亡した場合は、相続人がその権利を承継す

る。

３．新株予約権者は、１個の新株予約権を分割して行使することはできない。
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発 行 決 議 日 平成27年１月29日

新 株 予 約 権 の 数 240個

新株予約権の目的となる株式の種類と数
普通株式　　　　　　 48,000株

（新株予約権１個につき　　200株）

新 株 予 約 権 の 払 込 金 額 新株予約権と引換えに金銭の払込みを要しない

新株予約権の行使に際して出資される財産の価額
新株予約権１個当たり 117,000円

（１株当たり　   585円）

権 利 行 使 期 間
自　平成30年１月30日
至　平成37年１月28日

行 使 の 条 件 （注）１、２、３

役 員 の
保有状況

取締役（監査等委員及び
社外取締役を除く。）

新株予約権の数　　　　　　40個
目的となる株式数　　　 8,000株
保有者数　　　　　　　　　 2名

社外取締役（監査等委員を除く。）
新株予約権の数　　　　　　―個
目的となる株式数　　　　　―株
保有者数　　　　　　　　　―名

取締役（監査等委員）
新株予約権の数　　　　　 200個
目的となる株式数　　　40,000株
保有者数　　　　　　　　　 1名

（注）１．新株予約権者は、権利行使時についても当社の取締役、従業員又は監査役であ

ることを要する。

２．新株予約権者が権利行使期間中に死亡した場合は、相続人がその権利を承継す

る。

３．新株予約権者は、１個の新株予約権を分割して行使することはできない。
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発 行 決 議 日 平成28年８月10日

新 株 予 約 権 の 数 3,270個

新株予約権の目的となる株式の種類と数
普通株式　　　　　　654,000株

（新株予約権１個につき　　200株）

新 株 予 約 権 の 払 込 金 額 新株予約権と引換えに金銭の払込みを要しない

新株予約権の行使に際して出資される財産の価額
新株予約権１個当たり 300,600円

（１株当たり　 1,503円）

権 利 行 使 期 間
自　平成30年４月１日
至　平成33年８月30日

行 使 の 条 件 （注）１、２、３、４、５

役 員 の
保有状況

取締役（監査等委員及び
社外取締役を除く。）

新株予約権の数　　　　 3,270個
目的となる株式数　　 654,000株
保有者数　　　　　　　　　 3名

社外取締役（監査等委員を除く。）
新株予約権の数　　　　　　―個
目的となる株式数　　　　　―株
保有者数　　　　　　　　　―名

取締役（監査等委員）
新株予約権の数　　　　　　―個
目的となる株式数　　　　　―株
保有者数　　　　　　　　　―名

（注）１．新株予約権者は、平成28年12月期及び平成29年12月期の有価証券報告書に記載

される連結損益計算書（連結損益計算書を作成していない場合、損益計算書）

における営業利益の累計額が1,000百万円以上となった場合のみ本新株予約権

を行使することができる。なお、国際財務報告基準の適用等により参照すべき

項目の概念に重要な変更があった場合には、別途参照すべき指標を取締役会で

定めるものとする。

２．新株予約権者は、新株予約権の権利行使時においても、当社または当社関係会

社の取締役、監査役または従業員であることを要する。ただし、任期満了によ

る退任、定年退職、その他正当な理由があると取締役会が認めた場合は、この

限りではない。

３．新株予約権者の相続人による本新株予約権の行使は認めない。

４．本新株予約権の行使によって、当社の発行済株式総数が当該時点における授権

株式数を超過することとなるときは、当該本新株予約権の行使を行うことはで

きない。

５．各本新株予約権１個未満の行使を行うことはできない。
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(2) 当事業年度中に当社使用人等に職務執行の対価として交付した新株予約権

等の内容の概要

　該当事項はありません。

(3) その他新株予約権等に関する重要な事項

　該当事項はありません。
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４．会社役員に関する事項

(1) 取締役の氏名等

（平成29年12月31日現在）

氏 名 地 位 及 び 担 当 重 要 な 兼 職 の 状 況

上 原 　 仁 代 表 取 締 役 社 長

嶺 井 政 人 取 締 役 副 社 長
株式会社ネクストマーケティング　代
表取締役社長

村 兼 　 躍
取 締 役
コーポレート本部長

岩 城 　 農 取 締 役

株式会社SPG labo　取締役
株式会社f4samurai　取締役
GO GAME PTE. LTD.　取締役
株式会社プレイハート　取締役
株式会社セガゲームス　取締役CSO
クロシードデジタル株式会社　代表取
締役社長CEO

奥 原 　 淳 取締役常勤監査等委員

中 山 和 人 取 締 役 監 査 等 委 員 黄櫨綜合法律事務所　パートナー

保 田 隆 明 取 締 役 監 査 等 委 員 神戸大学大学院経営学研究科准教授

村 山 　 純 取 締 役 監 査 等 委 員 東京成徳大学経営学部教授

（注）１．取締役　岩城　農氏、中山和人氏、保田隆明氏及び村山　純氏は、社外取締役

であります。また、取締役　中山和人氏、保田隆明氏及び村山　純氏を東京証

券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。

２．取締役　岩城　農氏は、他のゲーム会社の執行役員等を兼任しており、ゲーム

業界やインターネット業界における豊富な経験と見識を有しております。

３．情報収集の充実を図り、内部監査部門等との十分な連携を通じて監査の実効性

を高め、監査・監督機能を強化するために、奥原淳氏を常勤の監査等委員とし

て選定しております。

４．監査等委員　中山和人氏は、弁護士として培われた高度な人格と専門的な法律

知識を有しております。

５．監査等委員　保田隆明氏は、神戸大学大学院経営学研究科の准教授であり、ベ

ンチャーファイナンス、コーポレートファイナンス、M&A等の分野において高い

見識を有しております。

６．監査等委員　村山純氏は、国内外の複数の金融機関の在職を経て現在は東京成

徳大学経営学部の教授であり、主に経済学・経営学の分野において高い見識を

有しております。
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７．当事業年度中における取締役の地位及び担当等の異動は次のとおりであります。

氏名 異動前 異動後 異動年月日

村 兼 　 躍 ―
取 締 役
コーポレート本部長

平成29年３月29日

奥 原 　 淳
取 締 役
コーポレート本部長

取 締 役
監 査 等 委 員

平成29年３月29日

村 山 　 純 ―
取 締 役
監 査 等 委 員

平成29年３月29日

８．事業年度中に退任した取締役は次のとおりであります。

氏名 退任日 退任事由
退任時の地位・ 担当及び
重 要 な 兼 職 の 状 況

三 木 雄 信 平成29年３月29日
任期満了
による辞
任

取締役監査等委員
ジャパン・フラッグシップ・
プロジェクト株式会社　代表
取締役社長
トライオン株式会社　代表取
締役社長

(2) 責任限定契約の内容の概要

　当社と社外取締役は、職務の執行にあたり期待される役割を十分に発揮す

ることを目的として、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第

１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく

損害賠償責任の限度額は、法令の定める額としております。

　なお、当該責任限定が認められるのは、当該社外取締役が責任の原因とな

った職務の遂行について善意かつ重大な過失がないときに限られます。
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(3) 取締役の報酬等の額

区 分 支 給 人 員 支 給 額

取 締 役 （ 監 査 等 委 員 を 除 く ）
 

（う ち 社 外 取 締
 

役）
5名

（1名）
74,204千円

（3,150千円）

取 締 役 （ 監 査 等 委 員 ）
 

（う ち 社 外 取 締
 

役）
5名

（4名）
15,449千円

（9,450千円）

合 計 10名 89,654千円

（注）１．上記には、平成29年３月29日開催の第11期定時株主総会終結の時をもって退任

した社外取締役（監査等委員）１名を含んでおります。なお、当事業年度末日

現在の会社役員の人数は、取締役（監査等委員を除く）４名（うち社外取締役

１名）及び取締役（監査等委員）４名（うち社外取締役３名）であります。

２．取締役（監査等委員）奥原　淳氏は、第11期定時株主総会終結の時をもって取

締役（監査等委員を除く）を退任した後、取締役（監査等委員）に就任したた

め、支給額と支給人員につきましては、取締役（監査等委員を除く）在任期間

は取締役（監査等委員を除く）に、取締役（監査等委員）在任期間は取締役（監

査等委員）に含めて記載しております。

３．取締役（監査等委員を除く）の報酬限度額は、平成28年３月23日開催の第10期

定時株主総会において、年額300,000千円以内と決議いただいております。

４．取締役（監査等委員）の報酬限度額は、平成28年３月23日開催の第10期定時株

主総会において、年額50,000千円以内と決議いただいております。
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(4) 社外役員に関する事項

①　他の法人等の重要な兼職状況と当社と当該他の法人等との関係

区 分 氏 名 兼 職 先 兼 職 の 内 容

社 外 取 締 役 岩 城 　 農

株式会社SPG labo 取締役

株式会社f4samurai 取締役

GO GAME PTE. LTD. 取締役

株式会社プレイハート 取締役

株式会社セガゲームス 取締役

クロシードデジタル株式
会社

代表取締役社長
CEO

社 外 取 締 役
（監査等委員）

中 山 和 人 黄櫨綜合法律事務所 パートナー

社 外 取 締 役
（監査等委員）

保 田 隆 明
神戸大学大学院経営学研
究科

准教授

社 外 取 締 役
（監査等委員）

村 山 　 純 東京成徳大学経営学部 教授

（注）１．社外取締役岩城　農氏は株式会社セガゲームスの取締役であり、同社は当社の

株主であります。また、当社と同社との間で営業上の取引があります。

２．当社とその他の兼職先との間には、重要な取引上の関係はありません。

－ 19 －

会社役員に関する事項



②　当該事業年度における主な活動状況

ａ　取締役会及び監査等委員会への出席状況

区 分 氏 名
取 締 役 会 監 査 等 委 員 会

出 席 回 数 出 席 率 出 席 回 数 出 席 率

社 外 取 締 役 岩 城 　 農 21回/23回 91％ ― ―

社 外 取 締 役
（監査等委員）

保 田 隆 明 22回/23回 96％ 14回/14回 100％

社 外 取 締 役
（監査等委員）

中 山 和 人 23回/23回 100％ 14回/14回 100％

社 外 取 締 役
（監査等委員）

村 山 　 純 18回/18回 100％ 10回/10回 100％

　（注）社外取締役（監査等委員）村山　純氏は、平成29年３月29日開催の第11期定時株主

総会において選任されたため、取締役会及び監査等委員会の開催回数が他の社外取

締役と異なります。

　　　　　なお、同氏の就任後の取締役会の開催回数は18回、監査等委員会の開催回数は10

回であります。

ｂ　取締役会及び監査等委員会における発言状況

　取締役岩城　農氏は、経営に関する豊富な知見を有しており、経営者

の観点から意見を述べるなど、取締役会の意思決定の妥当性・適法性を

確保するための助言・提言を行っております。

　監査等委員である取締役保田隆明氏、同中山和人氏及び同村山　純氏

は、主に経営、財務及び法務の見地から意見を述べるなど、取締役会の

意思決定の適法性・妥当性を確保するための助言・提言を行っておりま

す。また、監査等委員会において、監査の方法その他の監査等委員の職

務の執行に関する事項について、適宜必要な発言を行っております。
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５．会計監査人の状況

(1) 会計監査人の名称

新日本有限責任監査法人

(2) 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 32,000千円

当社及び当社子会社が会計監査人に支払うべき金銭

その他の財産上の利益の合計額
37,000千円

（注）１．当社と会計監査人との監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引

法に基づく監査の監査報酬を区分しておらず、実質的にも区分できないため、

上記の金額にはこれらの合計額を記載しております。

２．監査等委員会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実

務指針」を踏まえ、会計監査人の監査計画、従前の事業年度における職務執行

状況や報酬見積りの算定根拠等を確認し、審議した結果、会計監査人の報酬等

の額につき、会社法第399条第１項の同意を行っております。

(3) 会計監査人の解任または不再任の決定の方針

　監査等委員会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該

当すると認められる場合は、監査等委員全員の同意に基づき会計監査人を解

任いたします。この場合、監査等委員会が選定した監査等委員は、解任後最

初に招集される株主総会におきまして、会計監査人を解任した旨と解任の理

由を報告いたします。

(4) 会計監査人が過去２年間に受けた業務停止処分

金融庁が平成27年12月22日付で発表した懲戒処分の内容の概況

①　処分対象

新日本有限責任監査法人

②　処分内容

平成28年１月１日から平成28年３月31日までの３か月間の契約の新規の

締結に関する業務の停止

③　処分の理由

・社員の過失による虚偽証明

・監査法人の運営が著しく不当
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６．会社の体制及び方針及び当該体制の運用状況

(1) 取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

その他業務の適正を確保するための体制

　当社は、会社法及び会社法施行規則に定める「業務の適正を確保するため

の体制」について、その基本方針を取締役会において決議しております。当

該基本方針の概要は、下記のとおりであります。

①　取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保す

るための体制

ａ　コンプライアンス規程を制定し、法令、定款の内容と共に全社に周知・

徹底する。

ｂ　コンプライアンス推進に関する業務を統括するため、コンプライアン

ス委員会を設置する。コンプライアンス委員会は、コンプライアンス

推進に関する進捗状況を、定期的に取締役会等に報告する。

ｃ　コンプライアンスに関する教育・研修を適宜開催し、コンプライアン

ス意識の維持・向上を図る。

ｄ　内部通報制度を設け、問題の早期発見・未然防止を図るとともに、通

報者に対する不利益な扱いを禁止する。

ｅ　監査等委員は、取締役会への出席及び業務執行状況の調査等を通じて、

公正不偏な立場から、取締役の職務執行を監査する。また、監査等委

員は、会社の業務に適法性を欠く又はそのおそれのある事実を発見し

たときは、その事実を指摘して、これを改めるよう取締役会に勧告し、

状況によりその行為の差し止めを請求できる体制を構築する。

ｆ　組織全体において、反社会的勢力と一切の関わりを持たず、不当な要

求を排除する。また、警察、弁護士等と緊密な連携体制を構築するこ

とに努める。

②　取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

ａ　取締役の職務執行に係る情報については、法令、情報管理規程、文書

管理規程等によって保存部署及び保存期限を定め、適切に保存及び管

理を行う。

ｂ　取締役は、これらの情報を、いつでも閲覧できるものとする。
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③　損失の危険の管理に関する規程その他の体制

ａ　リスク管理規程を制定し、全社に周知・徹底するとともに、各部門と

の情報共有を図り、リスクの早期発見と未然防止に努める。なお、当

該規程については、危機発生時に適切かつ迅速に対処できるよう、運

用状況を踏まえて適宜見直す。

ｂ　危機発生時には、対策本部等を設置し、社内外への適切な情報伝達を

含め、当該危機に対して適切かつ迅速に対処する。

④　取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

ａ　取締役会規程、職務分掌規程、職務権限規程を定め、取締役の職務及

び権限、責任の明確化を図る。

ｂ　取締役会は、法定事項の決議、経営に関する重要事項の決定及び業務

執行の監督等を行うものとし、毎月１回定期的に開催するほか、迅速

かつ的確な意思決定を確保するため、必要に応じて臨時取締役会を開

催する。

⑤　当社及びその子会社から成る企業集団（以下「当社グループ」という）

における業務の適正を確保するための体制

ａ　子会社の取締役、執行役、業務を執行する社員、会社法第598条第１項

の職務を行うべき者その他これらの者に相当する者（以下「取締役等」

という）の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制

(a) コーポレート本部を子会社担当部署とし、子会社管理を行う。

(b) 当社取締役会は、当社グループの経営計画を決議し、コーポレート

本部長はその進捗状況を毎月当社取締役会に報告する。

(c) 当社の取締役は、当社グループの業務執行状況を監視・監督し、当

社の監査等委員会は、当社グループの取締役等の職務執行を監査す

る。

(d) 当社の内部監査室は、当社グループの内部監査を実施し、その結果

を代表取締役及び監査等委員会に報告する。
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ｂ　子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制

(a) リスク管理規程を制定し、子会社に周知・徹底するとともに、当社

との情報共有を図り、リスクの早期発見と未然防止に努める。なお、

当該規程については、危機発生時に適切かつ迅速に対処できるよう、

運用状況を踏まえて適宜見直す。

(b) 危機発生時には、代表取締役を責任者として対策本部等を設置し、

当社グループ内外への適切な情報伝達を含め、当該危機に対して適

切かつ迅速に対処する。

ｃ　子会社の取締役等の職務の執行が効率的に行われることを確保するた

めの体制

　当社は、子会社の経営の自主性及び独立性を尊重しつつ、子会社の取

締役等の合理的な業務分掌及び責任の明確化を図るための各種社内規程

の整備により、当社グループ経営の適正かつ効率的な運営を推進する。

ｄ　子会社の取締役等及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合する

ことを確保するための体制

　当社は、子会社に、その事業内容や規模等に応じた教育活動や内部通

報制度等のコンプライアンス推進体制を構築させ、不正行為等の防止及

び早期発見を図る。

⑥　監査等委員会がその職務を補助すべき使用人（以下「補助使用人」とい

う）を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事項、補助使

用人の監査等委員以外の取締役からの独立性に関する事項、及び当該補

助使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項

ａ　監査等委員会が補助使用人を置くことを求めた場合、取締役会は監査

等委員会と協議のうえこれを任命し、補助業務に当たらせる。

ｂ　補助使用人は、監査等委員会を補助するための業務に関し、監査等委

員以外の取締役及び上長等の指揮・命令は受けないものとし、監査等

委員会の指揮・命令にのみ服する。

ｃ　補助使用人の人事異動及び考課、並びに補助使用人に対する懲戒処分

については、監査等委員会の同意を得るものとする。
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⑦　取締役及び使用人が監査等委員会に報告するための体制その他の監査等

委員会への報告に関する体制

ａ　監査等委員会は、重要な意思決定のプロセスや業務執行状況を把握す

るため、取締役会のほか重要な会議及び希望する任意の会議に出席し、

又は取締役及び使用人から業務執行状況の報告を求めることができ、

取締役及び使用人は、これに応じて速やかに報告する。

ｂ　取締役及び使用人は、法令に違反する事実、会社に著しい損害を与え

るおそれのある事実その他会社に重大な影響を及ぼす恐れのある事実

を発見した場合には、速やかに監査等委員会に報告する。

ｃ　取締役及び使用人は、内部監査の実施状況、内部通報制度による通報

状況及びそれらの内容を監査等委員会に報告する体制を整備するもの

とする。

⑧　子会社の取締役等、若しくは会計参与、監査役若しくはこれらの者に相

当する者、若しくは使用人又はこれらの者から報告を受けた者が当社監

査等委員会に報告をするための体制

ａ　子会社の取締役等及び使用人は、当社監査等委員会から業務執行に関

する事項について報告を求められたときは、速やかに適切な報告を行

う。

ｂ　子会社の取締役等及び使用人は、法令違反行為等、当社又は当社の子

会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事実については、速やかに当

社監査等委員会へ報告を行う。

⑨　監査等委員会に報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な

取り扱いを受けないことを確保するための体制

　当社は、監査等委員会への報告を行ったことを理由として、当該報告を

した者に対し、解雇を含む懲戒処分その他の不利な取り扱いを行わないよ

う当社グループに周知・徹底する。

⑩　監査等委員の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続その

他の当該職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関

する事項

　監査等委員が、その職務の執行について生ずる費用の前払又は償還等の

請求をしたときは、当該監査等委員の職務の執行に必要でないと合理的に

認められる場合を除き、速やかに当該費用又は債務を処理する。
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⑪　その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体

制

ａ　監査等委員会には、法令に従い、過半数を社外取締役とし、公正かつ

透明性を確保する。

ｂ　監査等委員会は、代表取締役及び取締役会と定期的に会合を持ち、相

互の意思疎通を図る。

ｃ　監査等委員会は、取締役等及び使用人の職務執行に係る情報を必要に

応じて閲覧することができ、内容説明を求めることができる。

ｄ　監査等委員会は、監査法人及び内部監査室と定期的に情報交換を行い、

相互の連携を図る。

ｅ　監査等委員会は、監査業務に必要と判断した場合には、弁護士、公認

会計士、その他専門家の意見を聴取することができる。

　当事業年度における、当社の業務の適正を確保するための体制の運用状況

の概要は、以下の通りであります。

①　取締役の職務執行

　当社は、「取締役会規程」に基づき、原則として月１回の取締役会を開

催し、法令又は定款に定められた事項及び経営上の重要な事項の決議を行

うとともに、取締役の職務執行の監督を行っております。また、社外取締

役が４名在籍しており、取締役会における当社取締役の職務執行の監督機

能を強化しております。

　なお、当事業年度においては、取締役会を23回開催しております。

②　コンプライアンス

　当社が、社会的信頼を確保し、さらなる発展を遂げるためには、全社的

なコンプライアンス体制の強化・推進が必要不可欠であると認識し、「コ

ンプライアンス規程」を制定し、その周知徹底と遵守を図るとともに、「オ

ンラインサービスの100年企業」を実現するため、四半期に1度、倫理的で

誠実な経営活動を推進する「コンプライアンス委員会」を開催することと

しております。また、法令違反その他のコンプライアンスに関する社内相

談・報告体制として、「内部通報制度運用規程」を定め、内部通報制度を

整備しております。
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③　リスク管理

　当社は、リスクの防止及び会社損失の最小化を図るため「リスク管理規

程」を制定し、全社的なリスク管理体制の強化を図っております。また、

弁護士、公認会計士、税理士、社会保険労務士等の外部専門家の助言を受

けられる体制を整えており、リスクの未然防止と早期発見に努めておりま

す。また、地震、火災等の災害に対処するため、必要に応じてリスク管理

統括責任者が、不測の事態に備えております。

　リスク管理体制全般の適切性、有効性につきましては、当社の内部監査

室専任の内部監査担当者が内部監査を通して検証しております。

④　監査等委員会の監査

　監査等委員である取締役は、株主総会、取締役会に出席するほか、監査

計画に基づき重要書類の閲覧、役職員への質問等の監査手続きを通して、

経営に対する適正な監視を行っております。また、内部監査室及び会計監

査人と緊密な連携をとり、監査の実効性と効率性の向上に努めております。

(2) 株式会社の支配に関する基本方針

　該当事項はありません。

(3) 剰余金の配当等の決定に関する方針

　当社は、株主総会の決議によって、期末配当として年１回の剰余金の配当

を行うことを基本方針としておりますが、会社法第459条第１項各号に規定す

る中間配当を行うことが出来る旨を定款に定めております。

　当社は、株主の皆様への利益還元と同じく財務体質、並びに競争力の強化

を重要な経営課題のひとつとして認識しております。現段階では当社はまだ

成長過程にあると考えており、内部留保の充実を図り、更なる事業拡大のた

めの投資に充当していくことが最大の株主利益還元につながると考えており

ます。

　このような考えの下、今期の配当につきましては、誠に遺憾ながら無配と

させていただきました。

　内部留保資金につきましては、経営基盤の更なる安定に向けて財務体質を

強化して事業の更なる成長を実現させるための投資資金として有効に活用し

てまいります。

　なお、今後の配当実施可能性及びその実施時期等は現時点では未定であり

ます。
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連 結 貸 借 対 照 表

（平成29年12月31日現在）
（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

売 掛 金

未 収 入 金

未収還付法人税等

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

工具、器具及び備品

無 形 固 定 資 産

の れ ん

そ の 他

投資その他の資産

長 期 前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

4,375,868

2,292,069

1,491,004

8,290

267,299

34,430

282,773

4,119,943

139,695

50,660

89,034

2,065,834

1,802,512

263,321

1,914,414

502,273

1,010,274

401,866

流 動 負 債 1,538,204

買 掛 金 311,566

短 期 借 入 金 73,200

１年内返済予定の長期借入金 619,692

未 払 金 241,858

未 払 法 人 税 等 41,612

繰 延 税 金 負 債 9,887

そ の 他 引 当 金 12,110

そ の 他 228,276

固 定 負 債 116,006

長 期 借 入 金 116,006

負 債 合 計 1,654,210

純 資 産 の 部

株 主 資 本 6,831,633

資 本 金 2,970,059

資 本 剰 余 金 2,950,616

利 益 剰 余 金 911,063

自 己 株 式 △105

新 株 予 約 権 9,969

純 資 産 合 計 6,841,602

資 産 合 計 8,495,812 負債及び純資産合計 8,495,812

（注）記載の金額は、千円未満を切捨てて表示しております。
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連 結 損 益 計 算 書

（自　平成29年１月１日　至　平成29年12月31日）
（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 11,957,501

売 上 原 価 7,375,840

売 上 総 利 益 4,581,660

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 3,970,377

営 業 利 益 611,282

営 業 外 収 益

受 取 利 息 116

為 替 差 益 25

消 費 税 等 差 額 831

協 賛 金 収 入 300

そ の 他 255 1,529

営 業 外 費 用

支 払 利 息 23,437

株 式 交 付 費 2,873

上 場 関 連 費 用 27,028

事 務 所 移 転 費 用 7,505

そ の 他 1,751 62,597

経 常 利 益 550,214

特 別 損 失

減 損 損 失 203,112

解 約 違 約 金 70,560

固 定 資 産 除 却 損 2,116 275,789

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 274,425

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 210,878

法 人 税 等 調 整 額 50,962

当 期 純 利 益 12,585

親会社株主に帰属する当期純利益 12,585

（注）記載金額は、千円未満を切捨てて表示しております。

－ 29 －

連結損益計算書



連結株主資本等変動計算書

（自　平成29年１月１日　至　平成29年12月31日）
（単位：千円）

株 主 資 本
新 株 予
約 権

純資産合計額
資 本 金

資 本
剰 余 金

利 益
剰 余 金

自己株式 株主資本合計

当 期 首 残 高 1,570,511 1,551,068 898,478 － 4,020,057 30,843 4,050,900

当 期 変 動 額

新 株 の 発 行 1,399,548 1,399,548 2,799,096 2,799,096

親会社株主に帰属
する当期純利益

12,585 12,585 12,585

自 己 株 式 の 取 得 △105 △105 △105

株 主 資 本 以 外
の 項 目 の 当 期
変 動 額 （ 純 額 ）

△20,874 △20,874

当 期 変 動 額 合 計 1,399,548 1,399,548 12,585 △105 2,811,575 △20,874 2,790,701

当 期 末 残 高 2,970,059 2,950,616 911,063 △105 6,831,633 9,969 6,841,602

（注）記載金額は、千円未満を切捨てて表示しております。
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連結注記表

１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

(1) 連結の範囲に関する事項

・連結子会社の数　８社

主要な連結子会社の名称

㈱マイネットエンターテイメント、㈱マイネットゲームス、㈱マイティゲームス、

㈱S&Mゲームス、㈱ネクストマーケティング、㈱マイネットストラテジックパートナ

ーズ、㈱PARADE、Card King㈱

　当連結会計年度より、新たに設立した㈱ネクストマーケティング、㈱S&Mゲーム

ス、㈱マイネット・ ストラテジックパートナーズ及び㈱PARADEを連結の範囲に含め

ております。

 また、連結子会社であった㈱C&Mは、平成29年４月１日付で当社を存続会社とする

吸収合併により消滅しているため、当連結会計年度より連結の範囲から除外してお

ります。

・非連結子会社の数　１社

主要な非連結子会社の名称

Mynet Pte. Ltd

　非連結子会社の総資産額、売上高、当期純損益及び利益剰余金等はいずれも連結

計算書類に重要な影響を及ぼしていないため連結の範囲から除外しております。

(2) 持分法の適用に関する事項

・持分法を適用した非連結子会社

　該当事項はありません。

・持分法を適用しない非連結子会社の名称

Mynet Pte. Ltd

　持分法を適用していない非連結子会社は、当期純利益及び利益剰余金等に及ぼす

影響が軽微であり、かつ全体として重要性がないため、持分法の適用から除外して

おります。

(3) 連結子会社の事業年度等に関する事項

　連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

(4) 会計方針に関する事項

①　有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

時価のないもの

　移動平均法による原価法を採用しております。
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②　固定資産の減価償却の方法

イ．有形固定資産：主に定額法を採用しております。

　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物 ２年～25年

工具器具備品 ２年～15年

ロ．無形固定資産：定額法を採用しております。

　なお、自社利用のソフトウェアについては、将来の利用可能期間を見積り、当

社が合理的と判断した以下の耐用年数による定額法を採用しております。

　主な耐用年数は以下のとおりであります。

ウェブを利用したサービス

提供に係るもの

１年～２年

その他 ５年

ハ．長期前払費用

　主としてスマートフォンゲームの配信権であり、効果の及ぶ期間に渡って均等

償却をしております。

③　繰延資産の処理方法

　株式交付費：支出時に全額を費用処理しております。

④　引当金の計上基準

　貸倒引当金：債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績

率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収

不能見込額を計上しております。

⑤　のれんの償却方法及び償却期間

　のれんの償却については、効果の及ぶ期間に渡って均等償却をしております。

⑥　消費税等の会計処理

　消費税等の会計処理は税抜方式によっております。

２．追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号平成

28年３月28日）を当連結会計年度から適用しております。

３．連結貸借対照表に関する注記

(1) 有形固定資産の減価償却累計額 63,422千円

４．連結株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 当連結会計年度末における発行済株式の種類及び総数

普通株式 8,266,000株

(注) 当社は、平成29年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行いました。
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(2) 当連結会計年度末における自己株式の種類及び数

　　　普通株式　　　　74株

(注) 当社は、平成29年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行いました。

(3) 配当に関する事項

　該当事項はありません。

(4) 当連結会計年度末の新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないものを除

く。）の目的となる株式の種類及び数

平成20年９月９日
取締役会決議分

平成25年３月29日
取締役会決議分

平成25年８月19日
取締役会決議分

目的となる株式の種類 普 通 株 式 普 通 株 式 普 通 株 式

目 的 と な る 株 式 の 数 2,000株 64,400株 20,000株

平成26年３月26日
取締役会決議分

平成26年６月20日
取締役会決議分

目的となる株式の種類 普 通 株 式 普 通 株 式

目 的 と な る 株 式 の 数 18,000株 3,600株

(注) 当社は、平成29年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行いました。
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５．金融商品に関する注記

(1) 金融商品の状況に関する事項

①　金融商品に対する取組方針

　当社グループは、資金運用について、短期的な預金等に限定し、デリバティブ取

引は行っておりません。

②　金融商品の内容及びそのリスク

　営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクにさらされております。

　営業債務である買掛金及び未払金は、そのほとんどが１年以内に決済または納付

期限が到来するものであります。

　借入金は、運転資金及びスマートフォンゲームの買取を目的として調達しており

ます。

③　金融商品に係るリスク管理体制

イ．信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

　当社グループは、営業債権について、社内規定等に従い、担当者が主要な取引

先の状況を定期的にモニタリングし、取引先相手ごとに期日及び残高を確認する

とともに、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っておりま

す。

ロ．市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理

　当社グループは、借入金に係る支払金利の変動リスクを抑制するため、銀行か

ら定期的に金融商品に関する情報を収集し見直しを実施しております。

ハ．資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）

の管理

　当社グループは、各部署からの報告に基づき担当部署が適時に資金計画を作

成・更新するとともに、手許流動性の維持などにより流動性リスクを管理してお

ります。

④　金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　金融商品の時価には、合理的に算定された価額が含まれております。当該価額の

算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用すること

により、当該価額が変動することもあります。
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(2) 金融商品の時価等に関する事項

　平成29年12月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額について

は、次のとおりであります。

連結貸借対照表
計上額（千円）

時価
（千円）

差額
（千円）

(1) 現金及び預金 2,292,069 2,292,069 ―

(2) 売掛金 1,491,004 1,491,004

資産計 3,783,074 3,783,074 ―

(1) 買掛金 311,566 311,566 ―

(2) 未払金 241,858 241,858 ―

(3) 短期借入金 73,200 73,200 ―

(4) 長期借入金（注）１ 735,698 736,374 676

負債計 1,362,322 1,362,999 676

（注）１．長期借入金には「１年内返済予定の長期借入金」を含めております。

２．金融商品の時価の算定方法

資産

(1) 現金及び預金、(2) 売掛金

　これらは、短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることか

ら、当該帳簿価額によっております。

負債

(1) 買掛金、(2) 未払金、(3) 短期借入金

　これらは、短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることか

ら、当該帳簿価額によっております。

(4) 長期借入金

　長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定され

る利率で割り引いた現在価値により算定しております。

６．１株当たり情報に関する注記

１株当たり純資産額 826円48銭

１株当たり当期純利益 1円56銭

　　 (注) 当社は、平成29年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行いました。
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７．重要な後発事象に関する注記

（連結子会社の合併）

　当社は、平成30年２月14日開催の取締役会において、平成30年４月１日を効力発生日

として、当社の連結子会社である株式会社マイネットゲームス、株式会社マイネットエ

ンターテイメント、株式会社マイティゲームス及び株式会社S&Mゲームスについて、株

式会社マイネットゲームスを存続会社、株式会社マイネットエンターテイメント、株式

会社マイティゲームス及び株式会社S&Mゲームスを消滅会社とする吸収合併を行うこと

を決議いたしました。

(1) 取引の概要

①　結合当事企業の名称及び当該事業の内容

（吸収合併存続会社）

名称　　　株式会社マイネットゲームス

事業内容　ゲームサービス事業

（吸収合併消滅会社）

名称　　　株式会社マイネットエンターテイメント

株式会社マイティゲームス

株式会社S&Mゲームス

事業内容　ゲームサービス事業

②　企業結合日

平成30年４月１日

③　企業結合の法的形式

　株式会社マイネットゲームスを存続会社、株式会社マイネットエンターテイ

メント、株式会社マイティゲームス及び株式会社S&Mゲームスを消滅会社とする

吸収合併

④　結合後企業の名称

　株式会社マイネットゲームス

⑤　その他取引の概要に関する事項

　本合併は、ゲームサービス事業を主要な事業とする各子会社の経営資源を統

合する事で、経営の効率化を図り、当社グループ全体の企業価値を向上させる

ことを目的としております。

(2) 実施する会計処理の概要

　「企業結合に関する会計基準」及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基

準に関する適用指針」に基づき、共通支配下の取引として処理いたします。
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（株式取得による子会社化）

　当社は、平成30年２月22日開催の取締役会において、株式会社グラニが新設分割を行

う株式会社GMGの株式を取得し子会社化することを決議し、同日付で株式譲渡等契約を

締結いたしました。

(1) 株式取得の目的

　当社グループは、ゲームメーカーが制作したスマートフォンゲームを買取や協業に

より仕入れ、独自のノウハウでバリューアップした後に長期サービス運営を行う「ゲ

ームサービス事業」を営んでおり、株式会社GMGの株式を取得して子会社とすること

で、新たなスマートフォンゲームが当社に加わることとなります。

(2) 買収する相手会社の名称、事業の内容、規模

　名称　　　株式会社GMG

　事業内容　ゲームサービス事業

　資本金　　7,000万円

(3) 株式取得の時期

　取締役会決議日　平成30年２月22日

　契約締結日　　　平成30年２月22日

　株式譲渡実行日　平成30年４月２日（予定）

(4) 取得する株式の数、取得価額及び取得後の持分比率

①　異動前の所有株式数 －

②　取得株式数 100株

③　取得価額
株式会社GMGの普通株式

1,442百万円（概算額）

④　異動後の所有株式数 100株（議決権所有割合：100％）

(5) 支払資金の調達及び支払方法

　自己資金及び借入により充当
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貸　借　対　照　表

（平成29年12月31日現在）
（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

売 掛 金

前 払 費 用

短 期 貸 付 金

未収還付法人税等

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

工具、器具及び備品

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ ェ ア

そ の 他

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

敷 金

関 係 会 社 株 式

長 期 貸 付 金

貸 倒 引 当 金

そ の 他

1,796,167

1,069,845

284,543

77,744

280,000

14,049

1,756

68,229

4,929,581

110,351

48,972

61,379

86,558

25,102

61,456

4,732,670

12,280

292,001

4,370,910

150,000

△97,931

5,410

流 動 負 債 1,019,029

買 掛 金 15,927

短 期 借 入 金 73,200

１年内返済予定の長期借入金 619,692

未 払 金 236,245

未 払 費 用 7,264

未 払 法 人 税 等 1,448

そ の 他 65,251

固 定 負 債 116,006

長 期 借 入 金 116,006

負 債 合 計 1,135,035

純 資 産 の 部

株 主 資 本 5,580,744

資 本 金 2,970,059

資 本 剰 余 金 2,950,616

資 本 準 備 金 2,950,616

利 益 剰 余 金 △339,825

その他利益剰余金 △339,825

繰越利益剰余金 △339,825

自 己 株 式 △105

新 株 予 約 権 9,969

純 資 産 合 計 5,590,713

資 産 合 計 6,725,749 負債及び純資産合計 6,725,749

（注）記載の金額は、千円未満を切捨てて表示しております。

－ 38 －

貸借対照表



損　益　計　算　書

（自　平成29年１月１日　至　平成29年12月31日）

（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 1,892,995

売 上 原 価 276,020

売 上 総 利 益 1,616,975

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,608,469

営 業 利 益 8,505

営 業 外 収 益

受 取 利 息 5,468

そ の 他 93 5,561

営 業 外 費 用

支 払 利 息 17,991

株 式 交 付 費 2,873

上 場 関 連 費 用 27,028

事 務 所 移 転 費 用 7,505

そ の 他 1,747 57,147

経 常 損 失 （ △ ） △43,080

特 別 損 失

関 係 会 社 株 式 評 価 損 20,000

貸 倒 引 当 金 繰 入 97,931

抱 合 せ 株 式 消 滅 差 損 98,593 216,525

税 引 前 当 期 純 損 失 （ △ ） △259,605

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 13,353

法 人 税 等 調 整 額 48,000

当 期 純 損 失 （ △ ） △320,958

（注）記載金額は、千円未満を切捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書

（平成29年１月１日から平成29年12月31日まで）
（単位：千円）

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資 本

準 備 金
資本剰余金合計

その他利益

剰 余 金 利益利益剰余

金 合 計繰 越 利 益

剰 余 金

当 期 首 残 高 1,570,511 1,551,068 1,551,068 △18,866 △18,866

当 期 変 動 額

新 株 発 行 1,399,548 1,399,548 1,399,548

当期純損失（△） △320,958 △320,958

自 己 株 式 の 取 得

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)

当 期 変 動 額 合 計 1,399,548 1,399,548 1,399,548 △320,958 △320,958

当 期 末 残 高 2,970,059 2,950,616 2,950,616 △339,825 △339,825

株 主 資 本

新株予約権 純資産合計
自 己 株 式

株 主 資 本

合 計

当 期 首 残 高 - 3,102,712 30,843 3,133,555

当 期 変 動 額

新 株 発 行 2,799,096 2,799,096

当期純損失（△） △320,958 △320,958

自 己 株 式 の 取 得 △105 △105 △105

株主資本以外の項目

の当期変動額(純額)
△20,874 △20,874

当 期 変 動 額 合 計 △105 2,478,031 △20,874 2,457,157

当 期 末 残 高 △105 5,580,744 9,969 5,590,713

（注）記載金額は、千円未満を切捨てて表示しております。
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個別注記表

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

①　子会社株式及び関連会社株式

　移動平均法による原価法により評価しております。

②　その他有価証券

時価のないもの

　移動平均法による原価法により評価しております。

(2) 固定資産の減価償却の方法

①　有形固定資産：定額法を採用しております。

　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

イ）建物 ２年～25年

ロ）工具器具備品 ２年～15年

②　無形固定資産：定額法を採用しております。

　なお、自社利用のソフトウェアについては、将来の利用可能期間を見積り、当社

が合理的と判断した以下の耐用年数による定額法を採用しております。

　主な耐用年数は以下のとおりであります。

イ）ウェブを利用したサービス

提供に係るもの

１年～２年

ロ）その他 ５年

③　長期前払費用

　主としてスマートフォンゲームの配信権であり、効果の及ぶ期間に渡って均等償

却をしております。

(3) 繰延資産の処理方法

　株式交付費：支出時に全額を費用処理しております。

(4) 引当金の計上基準

　貸倒引当金：債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率

により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能

見込額を計上しております。

(5) その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

　消費税等の会計処理：消費税等の会計処理は税抜方式によっております。
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２．追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　　　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　

　　平成28年３月28日）を当事業年度から適用しております。

３．貸借対照表に関する注記

(1) 有形固定資産の減価償却累計額 46,368千円

(2) 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

①　短期金銭債権 623,864千円

②　長期金銭債権 150,000千円

③　短期金銭債務 79,794千円

４．損益計算書に関する注記

(1) 関係会社との取引高

①　売上高 1,875,979千円

②　営業取引外の取引高 5,618千円

５．株主資本等変動計算書に関する注記

当事業年度末における自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　74株

　 (注) 当社は、平成29年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行いました。

６．税効果会計に関する注記

繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳

（繰延税金資産）

減価償却超過額 55,174千円

子会社株式 56,043千円

貸倒引当金 29,986千円

繰越欠損金 20,253千円

その他 22,047千円

繰延税金資産小計 183,504千円

評価性引当金 △181,748千円

繰延税金資産合計 1,756千円
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７．関連当事者との取引に関する注記

（１）子会社等

種 類 会社等の名称
議 決 権 等 の 所 有
（被所有）割合（％）

関連当事者
と の 関 係

取引の内容
取引金額
（千円）

科 目
期末残高
（千円）

子 会 社
㈱マイネットエン
ターテイメント

所有
直接　100.0

資金の貸付
経営指導等
役員の兼任

利息の受取 2,896
流動資産
（その他）

2,624

経営指導 626,309 売 掛 金 96,525

子 会 社 ㈱S&Mゲームス
所有
直接　100.0

資金の貸付
経営指導
役員の兼任

利息の受取 1,843
流動資産
（その他）

1,843

資金の貸付
（注）２

210,000 短期貸付金 210,000

子 会 社 ㈱PARADE
所有
直接　100.0

資金の貸付
役員の兼任

資金の貸付
（注）２

70,000 短期貸付金 70,000

子 会 社
㈱ネクストマ
ーケティング

所有
直接　100.0

資金の貸付
経営指導
役員の兼任

資金の貸付
（注）２

100,000 長期貸付金 100,000

子 会 社
㈱マイティゲ
ームス

所有
直接　100.0

経営指導
役員の兼任

経営指導 667,002 売 掛 金 120,098

子 会 社
㈱マイネット
ゲームス

所有
直接　100.0

経営指導
役員の兼任

経営指導 303,711 売 掛 金 30,819

取引条件及び取引条件の決定方針等

（注）１．上記金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含まれ

ております。

２．㈱S&Mゲームス、㈱ネクストマーケティング及び㈱PARADEに対する資金の貸付については、

市場金利等を勘案して金利条件等を決定しております。なお、担保の提供はありません。

３．取引条件及び取引条件の決定方針等は、一般の取引条件を勘案し、契約に基づいて決定して

おります。

（２）役員及び個人主要株主等

種 類 氏 名
議 決 権 等 の 所 有
（被所有）割合（％）

関連当事者
と の 関 係

取引の内容
取引金額
（千円）

科 目
期末残高
（千円）

役 員 上原仁
所有
直接　20.94

当社取締役
新株予約権
の権利行使
（注）１

22,050 - -

役 員 嶺井政人
所有
直接　 0.72

当社取締役
新株予約権
の権利行使
（注）２

12,000 - -

取引条件及び取引条件の決定方針等
 

（注）１．平成20年９月22日開催の臨時主総会決議に基づき付与された新株予約権の当事業年度にお

ける権利行使を記載しております。

２．平成25年３月29日開催の取締役会決議に基づき付与された新株予約権の当事業年度におけ

る権利行使を記載しております。
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３．取引金額欄は、当事業年度における新株予約権の権利行使による付与株式数に行使時の払込

金額を乗じた金額を記載しております。

８．１株当たり情報に関する注記

１株当たり純資産 675円18銭

１株当たり当期純損失（△） △39円78銭

　　 (注) 当社は、平成29年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行いました。
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９．重要な後発事象に関する注記

（株式取得による子会社化）

　当社は、平成30年２月22日開催の取締役会において、株式会社グラニが新設分割を行

う株式会社GMGの株式を取得し子会社化することを決議し、同日付で株式譲渡等契約を

締結いたしました。

(1) 株式取得の目的

　当社グループは、ゲームメーカーが制作したスマートフォンゲームを買取や協業に

より仕入れ、独自のノウハウでバリューアップした後に長期サービス運営を行う「ゲ

ームサービス事業」を営んでおり、株式会社GMGの株式を取得して子会社とすること

で、新たなスマートフォンゲームが当社に加わることとなります。

(2) 買収する相手会社の名称、事業の内容、規模

　名称　　　株式会社GMG

　事業内容　ゲームサービス事業

　資本金　　7,000万円

(3) 株式取得の時期

　取締役会決議日　平成30年２月22日

　契約締結日　　　平成30年２月22日

　株式譲渡実行日　平成30年４月２日（予定）

(4) 取得する株式の数、取得価額及び取得後の持分比率

①　異動前の所有株式数 －

②　取得株式数 100株

③　取得価額
株式会社GMGの普通株式

1,442百万円（概算額）

④　異動後の所有株式数 100株（議決権所有割合：100%）

(5) 支払資金の調達及び支払方法

　自己資金及び借入により充当
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書　謄本

独立監査人の監査報告書

平成30年２月22日

株式会社マイネット

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人
指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 野 口 和 弘 

指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 齊 藤 直 人 

　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社マイネットの平成29年
１月１日から平成29年12月31日までの連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損
益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
て連結計算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要
な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した
内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算
書類に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当
と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算
書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策
定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続
が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類
の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統
制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実
施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正
な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及び
その適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算
書類の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断してい
る。

監査意見
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企
業会計の基準に準拠して、株式会社マイネット及び連結子会社からなる企業集団の当該連
結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示し
ているものと認める。

強調事項
　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成30年２月22日開催の取締役会にお
いて株式会社GMGを子会社化することを決議し、併せて本件に関わる株式譲渡契約を締結
した。
　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき
利害関係はない。

以　上
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会計監査人の監査報告書　謄本

独立監査人の監査報告書

平成30年２月22日

株式会社マイネット

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人
指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 野 口 和 弘 

指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 齊 藤 直 人 

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社マイネットの平
成29年１月１日から平成29年12月31日までの第12期事業年度の計算書類、すなわち、貸借
対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書につい
て監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
て計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は
誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示する
ために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類
及びその附属明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査
法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な
保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手
するための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬によ
る計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適
用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではない
が、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案する
ために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討す
る。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって
行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討す
ることが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断してい
る。

監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当
と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の
財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

強調事項
　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成30年２月22日開催の取締役会にお
いて株式会社GMGを子会社化することを決議し、併せて本件に関わる株式譲渡契約を締結
した。
　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき
利害関係はない。

以　上
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監査等委員会の監査報告書　謄本

監　査　報　告　書

　当監査等委員会は、平成29年１月１日から平成29年12月31日までの第12期

事業年度における取締役の職務の執行について監査いたしました。その方法

及び結果につき、以下のとおり報告いたします。

１．監査の方法及びその内容

　監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項

に関する取締役会決議の内容並びに当該決議に基づき整備されている体制

（内部統制システム）について取締役及び使用人等からその構築及び運用

の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表

明するとともに、下記の方法で監査を実施いたしました。

①　監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部

統制部門と連携の上、重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からそ

の職務に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決

裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況

を調査しました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役

等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報

告を受けました。

②　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施している

かを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況に

ついて報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人

から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社

計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」

（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知

を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、

計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）

及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、

連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。
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２．監査の結果

(1) 事業報告等の監査結果

①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況

を正しく示しているものと認めます。

②　取締役の職務の執行に関する不正の行為または法令若しくは定款に

違反する重大な事実は認められません。

③　内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認

めます。また、内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び

取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められませ

ん。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果

　会計監査人新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であ

ると認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果

　会計監査人新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であ

ると認めます。

平成30年２月23日

株式会社マイネット　監査等委員会

常勤監査等委員 奥 原 　 淳 

監 査 等 委 員 中 山 和 人 

監 査 等 委 員 保 田 隆 明 

監 査 等 委 員 村 山 　 純 

（注）監査等委員中山和人、保田隆明及び村山純は、会社法第２条第15号及

び第331条第６項に規定する社外取締役であります。

以　上

－ 49 －

監査等委員会の監査報告



株主総会参考書類

議案及び参考事項

第１号議案　取締役（監査等委員である取締役を除く。）４名選任の件

　取締役（監査等委員である取締役を除く。）全員（４名）は、本総会終結の時

をもって任期満了となります。つきましては、取締役（監査等委員である取締役

を除く。）４名の選任をお願いいたしたいと存じます。

　また、取締役岩城　農氏は、本総会終結の時をもって退任し、再任されません

ので、新たに社外取締役１名の選任をお願いいたしたいと存じます。

　なお、本議案及び岩城氏の退任に関し、監査等委員会は特段の意見がない旨を

確認しております。

　取締役（監査等委員である取締役を除く。）候補者は、次のとおりであります。

候補者
番　号

氏 名
 

（生 年 月
 

日）
略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況

所 有 す る
当社の株式数

１
うえ

上
はら

原
 

　
ひとし

仁
（昭和4 9年1 1月1 5日生）

平成10年４月 日本電信電話株式会社入社

1,731,000株

平成13年11月 NTTブロードバンドイニシ

アティブ株式会社へ転籍

平成16年４月 NTTレゾナント株式会社へ

転籍

平成18年６月 当社設立代表取締役社長就

任（現任）

平成28年５月 株式会社マイネットゲーム

ス代表取締役社長就任

平成28年11月 株式会社C&Mゲームス（現株

式会社マイティゲームス）

代表取締役社長就任
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候補者
番　号

氏 名
 

（生 年 月
 

日）
略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況

所 有 す る
当社の株式数

２
みね

嶺
い

井
まさ

政
と

人
（昭 和5 9年 ９ 月2 9日 生）

平成18年８月 もっとネクスト株式会社設

立代表取締役就任

120,000株

平成21年４月 モルガン・スタンレー証券

株式会社（現モルガン・ス

タンレーMUFG証券株式会

社）入社

平成25年３月 当社入社執行役員CFO就任

平成26年11月 当社取締役CFO就任

平成28年３月 当社取締役副社長就任（現

任）

平成29年２月 株式会社ネクストマーケテ

ィング代表取締役社長就任

（現任）

３
むら

村
かね

兼
 

　
すすむ

躍
（昭和4 0年1 0月1 3日生）

平成元年４月 国際証券株式会社（現三菱

UFJモルガン・スタンレー証

券株式会社）入社

―株

平成８年11月 Kokusai Europe Ltd（出

向）

平成12年８月 クレディスイスファースト

ボストン証券会社東京支店

（現クレディ・スイス証券

株式会社）入社

平成19年４月 同社コーポレートプランニ

ング部長

平成23年６月 株式会社デジタルハーツ取

締役就任

平成28年２月 当社入社

平成28年９月 当社執行役員CFO財務戦略

部長就任

平成29年３月 当社取締役コーポレート本

部長就任（現任）
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候補者
番　号

氏 名
 

（生 年 月
 

日）
略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況

所 有 す る
当社の株式数

４

※
わ

和
だ

田
よう

洋
いち

一
（昭 和3 4年 ５ 月2 8日 生）

昭和59年４月 野村證券株式会社入社

―株

平成12年４月 株式会社スクウェア入社

（同年７月取締役CFO、平成

13年代表取締役COO、同年12

月代表取締役CEO就任）

平成15年４月 株式会社スクウェア・エニ

ックス（現株式会社スクウ

ェア・エニックス・ホール

ディングス）発足と同時に

代表取締役社長就任

平成18年６月 株式会社タイトー代表取締

役社長就任

平成20年10月 株式会社スクウェア・エニ

ックス・ホールディングス

へ改組に伴い、同社代表取

締役社長就任

平成25年６月 株式会社スクウェア・エニ

ックス取締役会長就任

平成27年５月 株式会社メタップス社外取

締役就任（平成28年11月よ

り取締役、現任）

平成28年８月 ワンダープラネット株式会

社社外取締役就任（現任）

（注）１．※印は新任の取締役候補者であります。

２．各候補者の所有する当社の株式数は平成30年１月末日現在にて表示しておりま

す。

３．各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。

４．上原　仁氏、嶺井政人氏、村兼　躍氏の３名は、現在、当社の取締役であり、

その当社における地位、担当及び重要な兼職は、事業報告の「４．会社役員に

関する事項(1) 取締役の氏名等」（16頁）に記載のとおりであります。

５．和田洋一氏は、社外取締役候補者であります。

和田洋一氏は、株式会社スクウェア・エニックス・ホールディングスの元代表

取締役社長であり、平成29年９月からは当社グループの戦略顧問を務めてまい

りました。当社は、同氏の経営に関する豊富な経験やゲーム業界における卓越

した見識は、当社の経営全般に関する有益な助言及び提言をいただけるものと

考えております。このため、当社は、同氏が社外取締役として適任であると判

断し、社外取締役候補者とするものです。
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６．和田洋一氏は、過去５年以内において、当社の特定関係事業者（主要な取引先）

である株式会社スクウェア・エニックスの業務執行者でありました。

７．当社は和田洋一氏の選任が承認された場合、当社と同氏の間で会社法第427条第

１項に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結する予

定であります。なお、当該契約に基づく責任の限度額は、法令が規定する額と

なります。

８．和田洋一氏は、東京証券取引所の定めに基づく独立役員の要件を満たしており、

独立役員として同取引所に届け出る予定であります。
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第２号議案　監査等委員である取締役２名選任の件

　監査等委員である取締役、保田隆明氏及び中山和人氏の２名は、本総会終結の

時をもって任期満了となります。つきましては、監査等委員である取締役２名の

選任をお願いするものであります。

　なお、本議案に関しましては、監査等委員会の同意を得ております。

　監査等委員である取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番　号

氏 名
 

（生 年 月
 

日）
略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況

所 有 す る
当社の株式数

１
ほう

保
だ

田
たか

隆
あき

明
（昭和4 9年1 1月1 6日生）

平成10年４月 リーマン・ブラザーズ証券

株式会社入社

40,000株

平成14年６月 UBS証券株式会社入社

平成16年３月 Life On株式会社設立代表

取締役就任

平成17年１月 ネットエイジキャピタルパ

ートナーズ株式会社入社

平成18年７月 当社社外取締役就任

平成22年４月 小樽商科大学大学院准教授

平成26年４月 昭和女子大学准教授

平成27年１月 小林産業株式会社社外取締

役就任（現任）

平成27年３月 株式会社アイ・エム・ジェ

イ社外取締役就任

平成27年９月 神戸大学大学院経営学研究

科准教授（現任）

平成28年３月 当社取締役監査等委員就任

（現任）

２
なか

中
やま

山
かず

和
ひと

人
（昭和4 9年1 1月2 4日生）

平成10年４月 日本電信電話株式会社入社

―株

平成21年12月 弁護士登録

平成24年４月 虎ノ門イデア法律事務所

（現黄櫨綜合法律事務所）

設立　パートナー（現任）

平成26年３月 当社監査役就任

平成28年３月 当社取締役監査等委員就任

（現任）

（注）１．各候補者の所有する当社の株式数は平成30年１月末日現在にて表示しておりま

す。

２．各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
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３．当社と保田隆明氏、中山和人氏の両氏とは、会社法第427条第１項の規定に基づ

き、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。本

総会において両氏が再任した場合は、同様の内容の契約を継続する予定であり

ます。なお、当該契約に基づく責任の限度額は、法令が規定する額となります。

４．保田隆明氏、中山和人氏の両氏は現在当社の取締役（監査等委員）であり、その

当社における地位、担当及び重要な兼職は、事業報告の「４．会社役員に関する

事項(1) 取締役の氏名等」（16頁）に記載のとおりであります。

５．保田隆明氏及び中山和人氏は、社外取締役候補者であります。

保田隆明氏は、神戸大学大学院の准教授であり。ベンチャーファイナンス、コ

ーポレートファイナンス、M&A等の分野において高い見識を有しております。こ

のため、当社は同氏が社外取締役として適任であると判断し、その深い知見に

基づく助言、牽制を期待して監査等委員である社外取締役候補者とするもので

す。なお、同氏は、現在当社の社外取締役であり、社外取締役としての在任期

間は本総会終結の時をもって11年９ヶ月となります。

　　中山和人氏は、直接経営に関与された経験はありませんが、弁護士として培わ

れた高度な人格と企業法務を始めとした幅広い専門的な法律知識を有しており

ます。このため、当社は同氏が監査等委員である社外取締役として適任である

と判断し、その深い知見に基づく助言、牽制を期待して社外取締役候補者とす

るものです。なお、同氏は、現在当社の社外取締役であり、社外取締役として

の在任期間は本総会終結の時をもって２年となります。また。同氏は、過去に

当社の業務執行者でない役員（監査役）であったことがあります。

６．当社は、保田隆明氏及び中山和人氏を東京証券取引所に独立役員として届け出

ており、両氏の選任が承認された場合は、改めて両氏を独立役員として同取引

所に届け出る予定であります。

以　上
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株主総会会場ご案内図
場所：東京都港区北青山二丁目８番44号

ＴＥＰＩＡ４階　ＴＥＰＩＡホール

ＴＥＬ　03-5474-6111

交通：○東京メトロ銀座線

「外苑前駅」３番出口より徒歩約４分

※ご注意

駐車場の準備はいたしておりませんので、車でのお越しはご遠

慮くださいますようお願い申し上げます。

地図


